





















































財サービス 投資収益 経　常 長期資本 各国の該当期間および経常収支／名目GNP比率（％〉
収　　　支 収　　支 収　支 収　　支 イギリ　ス ア　メ　リ　カ 西　　独 口　　　本
①未成熟｛責務岡 一 一 一
?
（1868－1880）一
②成熟した債務国 十 一　　　　　一 一 十 （187レIBgO）一〇，6 （1881－1914）一
（1955－19聞・G．2
③償務返済国 十十 一 十十 一 ｛1891－1910）G．7〔195H97①L3（1914－1920）7．2
（1965－1969｝0．8
④来成熟債権国 ? 十 十十 　　　　　　　　一 （1851－1890）3．8 （1911－1940）2．4（1971－1982）0，5〔1970－1983）0．7
〔1946－1970）0．6
⑤成熟した債権国 』 十十 十 一 （1891－1925）3．4 〔1971－1981）0．4
（1948－1982）0．3
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ム 計 種類別内訳 地　　域　　別　　内 訳?（??
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198081 82 83 84 85 86
貿易収支
OECD諸国一74 一28 一20 一16一42 一37 一36
うち日本 19 32 44 48 56
西独 27 23 23 30 37
OPEC諸国168 126 63 4656 60 ．63
非産油途上国 一55 一67 一48 一23 一4 一7
その他の諸国 一4 一2 15 18 18 14 10
経常収支
OECD諸国一70 一28 一26 一25 一65一72 一74
うち日本 8 21 35 39 48
西独 3 4 6 12 18
OPEC諸国111 50一15 一20 一10一4 一4
非産油途上国 一60 一81 一64 一37一24 一29 一33
その他の諸国 一9 一10 8 11 12 8 4
（注）1985年，1986年は予測値である。
（出典）OECD，　Economic　Outlook　37，　June　1985，　p．55，
　　p．　132，　p．　135．
性化に積極的に貢献しているとはいえないであろう。
　国際収支のマネタリー・アプローチによれば，経常収支差額は国内の貯
蓄一投資バランスに等しく，事前に後者がバランスしなければ，前者も事前
には均衡しない。70年代に入って，企業の投資超過が減少するとともに，政
府の投資超過が増加するなど，日本の投資・貯蓄構造には顕著な変化が起こ
ってきており，また，高齢化社会の進展とともに国内の貯蓄率が低下し，貯
蓄一投資格差は次第に縮小するという予測もある。しかし，現在の日本の個
人貯蓄率が高水準にある一一因が，年金・医療保険料などの社会保険負担，生
命保険料，住宅ローンの返済，子弟の高等教育資金準備など，「義務的貯蓄」
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のシェアの高さにあることは明らかであるから，鬼塚氏が予測されるように，
当面，日本経済は資本供給国であり続けるであろう。我々が慎重に考慮しな
ければならないことは，日本が，現代世界の数少ない資本供給国として，グ
ローバルな視点から自国の経済運営と国際協調を図ることであろう。それが
本格的な国際化時代を迎えた，巨大債権国日本の課題である。
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